
（1）全体を通しての満足度、理解度の評価（回答率 77％） 

5 段階評価の結果、満足度は 91％、理解度は 93％の高い評価を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）関心を惹いた報告 

 特に関心を惹いた報告を伺ったところ、新規発電所、ポテンシャル調査、成果報告など、今後の地熱

技術についての関心が高かった。 

1. 【技術開発】PDC ピッドの成果が高く、実地試験をより多くのフィールドへ展開していただきたい

と感じた。 

2. 【トピックス】新しい発電所の運転開始は地熱開発への注目をもたらす最大のトピックであり興味

深く伺う。 

3. 【地熱資源ポテンシャル調査】 

・空中物理探査により未調査域のデータ蓄積が進んでいることは重要。 

・地熱資源ポテンシャル調査に関する事業は将来の開発につながる。データの公表が事業の推進に

つながっていくと思う。 

 

（3）参加者の自由記入コメント 

「地熱開発にかかるコストで大きなウェイトを占める掘削コストの低減、また掘削リスク低減にお

いて主要な技術開発であると考える」、「JOGMEC 地熱事業部と技術部に分割し、統括部として管

理体制の変更に伴い事業と技術で報告があり又全体の報告の流れも素晴らしいと思った」など報告

会全体への肯定的なコメントは多数。今後の検討や報告を望む主な事項として下記があげられた。 

 

・発電所建設の工事とその安全管理の情報が少なく今後必要になると考えます。 

・測定装置の IoT 化などリアルタイムモニタリングを実施するためには不可欠なことだと思うので、

温泉のみならず検層ツールにも適用できるような研究・開発を検討いただきたい。 

・空中物理探査、ヒートホールを最重点に推進して開発候補地を示してほしい。 

・災害防止、ヒヤリハットを防災に生かすために、具体的な事故事例、出せる範囲で示して、その原

因と対策（案）を紹介してほしい。 

・法体系、JOGMEC 助成制度、FIT、サブコン契約、SPC における事業運営経理等の基礎もあれば

良い。 


